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他1-1-1 

1 専門家への技術的助言、関係自治体等ヒアリングについて 

1-1 専門家等による技術的助言に関する方法書・準備書での反映状況 

 

本事業の環境影響評価にあたっては、調査手法、予測結果及び環境保全措置等について、

各段階で専門家へのヒアリングを行い、調査結果・予測結果の妥当性等について、確認を行

った。 

主な技術的助言の内容と方法書・準備書での反映状況は、表 1-1-1 に示すとおりである。 

 

表 1-1-1(1) 主な技術的助言の内容 

項目 専門分野 
所属機関

の属性 

主なヒアリ

ング項目 
主な技術的助言の内容 方法書・準備書での反映状況

騒音 

振動 

微気圧波 

低周波音 

 

騒音、振動、

微気圧波、

低周波音 

大学 予測・評価 ・列車の走行に係る騒音、振

動、微気圧波等の影響の把

握については、山梨リニア

実験線における測定結果等

を活用しており、妥当であ

る。 

・列車の走行による騒音、振

動、微気圧波等について

は、山梨リニア実験線にお

ける測定結果を活用した

上で、予測を実施しまし

た。 

予測・評価 ・建設工事騒音の予測モデル

であるASJ CN-Model 2007

は、工種によっては発生源

データが不足するものもあ

るため、必要に応じて類似

の工事現場等でデータを収

集することが望ましい。 

・予測は、工事計画を踏まえ

た工種ごとの建設機械を

設定した上で予測を行い

ました。各建設機械のパワ

ーレベルは既存資料より

設定を行っており、現地に

おいてデータを収集する

必要は生じませんでした。

予測・評価 ・振動の影響については、車

輪走行の場合についても評

価を行う必要がある。 

・山梨リニア実験線での測定

の結果については、準備書

p.8-1-3-60に示すとおり、

浮上走行と車輪走行の双

方について示しています。

予測においては、浮上走行

と車輪走行の双方による

最大影響を想定して、最大

値となる測定結果を用い

て実施しました。 

磁界 磁界 大学 予測・評価 ・磁界については、地質の影

響を受けないため、ビオサ

バールの式の適用は問題な

いと考えられる。 

・予測は、ビオサバールの式

を用いて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



他1-1-2 

表 1-1-1(2) 主な技術的助言の内容 

項目 専門分野 
所属機関

の属性 

主なヒアリ

ング項目 
主な技術的助言の内容 方法書・準備書での反映状況

地下水 

地盤沈下 

地下水 大学 

 

予測・評価 ・山岳部の地下水予測にあた

っては、地形・地質等も考

慮し、適切な手法を検討す

る必要がある。 

 

・山岳部については、地形・

地質等も考慮した高橋の

水文学的方法により、トン

ネル内に地下水が流入す

る範囲を求め、水文地質的

検討から予測を行ないま

した。 

予測・評価 ・高橋の水文学的方法は降雨

を考慮せず、地形のみで範

囲を求めるので、広めにな

る可能性がある。したがっ

て、高橋の方法で広めに調

査範囲を設定し、さらに絞

り込んで予測評価するとい

う方法は問題はない。 

・高橋の水文学的方法によ

り、トンネル内に地下水が

流入する可能性のある範

囲を予測検討範囲とし、予

測評価を行ないました。 

動物 全般 公的研究

機関 

調査 ・南アルプスでは高山性の種

が確認される可能性があ

るので、留意すること。 

・早川町の文献や情報はほと

んどないので、現地調査を

十分に行うことが重要で

ある。 

・現地調査に先立ち、入手可

能な範囲で文献の収集及

び専門家へのヒアリング

を行い、当該地域において

生息又は生育が想定され

る動植物の把握を行いま

した。 

・上記の結果を踏まえて、調

査時期や調査方法を検討

する等、できる限りの調査

精度の確保に努めました。

・早川町では、方法書の時期

に加えて両生類の冬季調

査及び昆虫類の初夏・冬の

調査を追加しました。 

哺乳類 大学 調査 ・樹洞性の哺乳類を対象とし

た調査には、センサーカメ

ラによる調査が有効であ

る。 

・センサーカメラを用いた調

査を実施しました。 

調査 ・ヤマネやコウモリ類、カワ

ネズミなどに留意する必

要がある。 

・ヤマネを対象に、巣箱によ

る調査を実施しました。 

・コウモリ類を対象に捕獲調

査を実施しました。 

・カワネズミを対象に、かご

罠による調査を実施しま

した。 

公的研究

機関 

調査 ・センサーカメラによる調査

を検討する必要がある。 

・センサーカメラを用いた調

査を実施しました。 

公的研究

機関 

調査 ・コウモリ類はバットディテ

クターだけでなく捕獲調

査を検討する必要がある。

・コウモリ類を対象に捕獲調

査を実施しました。 

調査 ・哺乳類のトラップとして、

小さなモグラと大きなモ

グラに対応できる墜落缶

による方法を検討する必

要がある。 

・モグラ類を対象に、墜落か

ん及びモールトラップに

よる調査を実施しました。
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表 1-1-1(3) 主な技術的助言の内容 

項目 専門分野 
所属機関

の属性 

主なヒアリ

ング項目 
主な技術的助言の内容 方法書・準備書での反映状況

動物 一般鳥類 公的研究

機関 

調査 ・繁殖に関する情報を得るこ

とが重要であることから、

繁殖期の調査を行う必要が

ある。 

・一般鳥類の調査では、繁殖

期の調査を実施しました。

 

調査 ・フクロウ類の生息の有無は

夜間調査で確認しておく

と良い。 

・春季、繁殖期、冬季は夜間

調査を実施しました。 

調査 ・ミゾゴイ、ヒクイナ、コノ

ハズク、アオバズク、フク

ロウ、ヤマセミ、アカショ

ウビン、ブッポウソウなど

に留意する必要がある。 

・現地調査にあたっては、左

記の種が生息する可能性

に留意し、調査を実施しま

した。 

調査 ・ラインセンサス法は2km/h

で歩くなど、一般鳥類の調

査は定量的な把握に努める

必要がある。 

・ラインセンサス法では、可

能な限り一定の速度で歩

行し、定量的な把握に努め

ました。 

公的研究

機関 

調査 ・甲府盆地では、釜無川と笛

吹川の合流点付近が動物

にとって重要なエリアで

あり、水鳥の重要種などに

留意すること。 

・合流部の上流にあたる対象

事業実施区域周辺の釜無

川において、水鳥等に留意

し、調査を実施しました。

公益団体

等 

調査 ・カワウ、サギ類、コアジサ

シ、イワツバメ等の集団営

巣地に留意する必要があ

る。 

・左記の種の営巣地が存在す

る可能性に留意し、調査を

実施しました。 

希少猛禽類 公益団体

等 

環境保全措

置 

・工事区域の境界を猛禽類に

認識させることが保全上有

効である。 

・施工ヤードをパネル等で仕

切り、騒音等の低減を図る

とともに、工事関係者が施

工ヤード以外に立ち入ら

ないようにします。 

公益団体

等 

調査 ・調査対象とする希少猛禽類

は、種の保存法の対象であ

るイヌワシ、クマタカ、オ

オタカに特に留意すると

ともに、その他の種につい

ては、環境省や調査地域の

自治体のレッドリスト、対

象事業実施区域周辺の状

況等を踏まえて検討する

必要がある。 

・希少猛禽類調査では、種の

保存法の対象であるイヌ

ワシ、クマタカ、オオタカ

に特に留意するとともに、

環境省レッドリストや山

梨県レッドデータブック

に掲載されているハチク

マ、サシバ等についても留

意して調査を実施しまし

た。 

環境保全措

置 

・事業地から比較的離れた場

所に古巣がある場合は、台

座の設置等の古巣の補強

を行い、保全対象の営巣環

境を整備することが望ま

しい。 

・猛禽類の環境保全措置のう

ち、「営巣環境の整備」に

あたっては、左記の手法も

含めて検討しています。 
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表 1-1-1(4) 主な技術的助言の内容 

項目 専門分野 
所属機関

の属性 

主なヒアリ

ング項目 
主な技術的助言の内容 方法書・準備書での反映状況

動物 希少猛禽類 大学 調査 ・猛禽類（特に、イヌワシ、

クマタカ）の調査にあたっ

ては、可能な限り既往の調

査結果を収集し、現地調査

の結果を補完するよう留意

する必要がある。 

・入手可能な範囲で文献の収

集及び専門家へのヒアリ

ングを行い、既存の調査結

果の収集及び現地調査結

果の補完に努めました。 

調査 ・対象事業実施区域と営巣地

との距離によって猛禽類へ

の影響の程度が異なること

から、調査にあたっては営

巣地の把握に努める必要が

ある。 

・希少猛禽類調査にあたって

は、可能な範囲で営巣地の

把握に努めました。 

調査 ・工事箇所周辺に猛禽類の営

巣地がある場合は、猛禽類

の利用状況や行動圏の内部

構造の把握が必要である。

・工事箇所周辺に営巣地が確

認された番いについては、

周辺の利用状況や行動圏

の内部構造の把握に努め

ました。 

爬虫類、両

生類 

大学 調査 ・トンネル抗口付近において

地下水の変化が生じるおそ

れがある箇所については、

両生類への影響に留意する

必要がある。 

・両生類の現地調査にあたっ

ては、トンネル坑口付近の

水辺に留意して調査を実

施しました。 

大学 調査 ・湧水を水源とする細流周辺

が爬虫類・両生類の生息環

境となっている場合があ

るため、留意して調査する

必要がある。 

・両生類の現地調査にあたっ

ては、湧水や細流の周辺に

も留意して調査を実施し

ました。 

公的研究

機関 

調査 ・富士川町付近の里山も留意

が必要である。特に湧水な

どの水場にイモリなどが

生息している可能性があ

る。 

・富士川町の里山おける両生

類の現地調査にあたって

は、水場にも留意して調査

を実施しました。 

調査 ・早川では両生類でも留意し

てほしい。ヒダサンショウ

ウオや未記録ではあるが

アカイシサンショウウオ

が生息している可能性が

あり、調査にあたっては留

意が必要である。 

・早川における両生類の現地

調査にあたっては、左記の

種が生息する可能性にも

留意して調査を実施しま

した。 
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表 1-1-1(5) 主な技術的助言の内容 

項目 専門分野 
所属機関

の属性 

主なヒアリ

ング項目 
主な技術的助言の内容 方法書・準備書での反映状況

動物 昆虫類 公的研究

機関 

調査 ・乱獲の恐れのある重要種に

ついては、準備書の記載に

あたり、その公開方法につ

いて留意すること。 

・情報を公開することによ

り、乱獲されるおそれのあ

る種については、山梨県と

協議の上、非公開の別冊と

しました。 

調査 ・山梨県では、高山蝶のクモ

マツマキチョウ、ミヤマシ

ロチョウ、タカネキマダラ

セセリ、クモマベニヒカゲ

などや里山のチョウのクロ

ヒカゲモドキ、キマダラモ

ドキ、クロシジミ（早川で

記録がある。）、オオムラ

サキ、ゴマシジミなどに留

意すべきである。 

・昆虫類調査にあたっては、

左記の種が生息する可能

性に留意して調査を実施

しました。 

調査 ・甲府盆地では、釜無川と笛

吹川の合流点付近が動物

にとって重要なエリアで

あり、昆虫類の重要種（シ

ルビアシジミ、ミヤマシジ

ミなど）にも留意するこ

と。 

・昆虫類調査にあたっては、

左記の種が生息する可能

性に留意して調査を実施

しました。 

調査 ・山梨県では、かつて昭和町

にゲンジボタルが生息し

ていて天然記念物に指定

されていたが、現在は指定

解除となっている。ただ

し、まだゲンジボタルが生

息している可能性があり、

留意すべきである。 

・昆虫類調査にあたっては、

左記の種が生息する可能

性に留意して調査を実施

しました。 

大学 調査 ・地下水が変化し地表が乾燥

化して昆虫類に影響を及

ぼすことも考えられる。そ

のような場所を何箇所か

選んでモニタリングをす

ることも必要である。 

・山岳トンネル上部の貴重な

動植物が生息・生育する可

能性のある沢については、

動植物の調査結果を資料

編に記載しました。 

・沢の水質や水位に及ぶ影響

は小さいと予測していま

すが、断層付近の破砕帯を

通過する区間や土被りの

浅い区間の一部において

は、予測の不確実性が否定

できないことから、「8-2-4

水資源」において、地下水

の水位及び地表水の流量

について事後調査を実施

します。 
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表 1-1-1(6) 主な技術的助言の内容 

項目 専門分野 
所属機関

の属性 

主なヒアリ

ング項目 
主な技術的助言の内容 方法書・準備書での反映状況

動物 昆虫類 公的研究

機関 

調査 ・詳細な調査計画を立てる際

は、調査地域に生息する種

を踏まえ、適切な調査手

法、時期を選定する必要が

ある。 

 

・現地調査に先立ち、入手可

能な範囲で文献の収集及

び専門家へのヒアリング

を行い、当該地域において

生息が想定される動物の

把握を行いました。 

・上記の結果を踏まえて、調

査時期や調査方法を検討

する等、できる限りの調査

精度の確保に努めました。

調査 ・昆虫類の既存情報は、重要

種と生息種全般について、

可能な限り収集する必要

がある。 

・現地調査に先立ち、入手可

能な範囲で文献の収集及

び専門家へのヒアリング

を行い、当該地域において

生息が想定される動物の

把握を行いました。 

魚類、底生

動物 

大学 調査 ・里山の河川やため池に生息

する魚類の生息環境の把

握に努める必要がある。 

・魚類の現地調査にあたって

は、里山の河川やため池に

生息する魚類の生息環境

についても把握に努めま

した。 

調査 ・国内外来種も含め、外来種

の拡大や、外来種の定着状

況が分かるよう、個体数や

体長分布なども踏まえて、

調査結果をとりまとめる

必要がある。今後の事後調

査等でも役に立つと思わ

れる。 

・国内外来種も含め外来種に

ついて個体数を把握しま

した。また、各調査地点に

おいて、各種の体長の最大

と最小を把握しました。 

調査 ・地下水位の低下により沢や

湿地への影響が生じる恐

れがある場合にあっては、

山岳トンネル上部に位置

する沢や湿地を対象に、工

事前に代表的な地点を選

定し、動植物の状況を把握

しておくとともに、工事中

は流量観測等により減水

の傾向をつかみ、工事によ

る影響が懸念される場合

は、該当する沢や湿地につ

いて、詳細なモニタリング

を系統的に実施する必要

がある。 

・山岳トンネル区間におい

て、貴重な動植物が生息・

生育する可能性のある沢

を選定し、調査を行いまし

た。また、今後は、工事前

に準備書において調査し

た箇所以外の沢について

も、トンネル内に地下水が

流入する可能性のある範

囲とした高橋の方法によ

る予測検討範囲内におい

て、文献調査等により重要

種が存在する可能性があ

る場合は、代表的な箇所を

選定して調査を行います。

環境保全措

置 

・濁水の処理にあたっては、

適切な大きさの沈砂池を

設置する必要がある。 

・濁水に対する環境保全措置

として、仮設沈砂池の設置

を採用しました。 

公的研究

機関 

調査 ・底生動物の調査は、水生昆

虫が成育した、確認しやす

い時期に行う必要がある。

・底生動物の現地調査は４季

実施することとし、多くの

水生昆虫が成育する冬季

を含めました。 
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表 1-1-1(7) 主な技術的助言の内容 

項目 専門分野 
所属機関

の属性 

主なヒアリ

ング項目 
主な技術的助言の内容 方法書・準備書での反映状況

動物 魚類、底生

動物 

公的研究

機関 

調査 ・富士川町付近の里山も留意

が必要である。 

・湧水などの水場にホトケド

ジョウなどが生息してい

る可能性がある。 

・調査にあたっては、富士川

町付近の里山において、湧

水などの水場がないか留

意して調査を実施しまし

た。 

調査 ・山梨県では、山岳部のヤマ

トイワナ（早川で記録があ

る。）や里地のメダカなど

に留意すべきである。 

・魚類の現地調査にあたって

は、左記の種が生息する可

能性に留意して調査を実

施しました。 

調査 ・甲府盆地では、釜無川と笛

吹川の合流点付近が動物

にとって重要なエリアで

あり、魚類の重要種（メダ

カなど）などにも留意する

こと。 

・魚類の現地調査にあたって

は、合流部の上流にあたる

対象事業実施区域周辺の

釜無川において、左記の種

が生息する可能性に留意

して調査を実施しました。

公益団体

等 

環境保全措

置 

・底生動物保全のための対策

として、これらは濁水に弱

いことから、生息環境の保

全という点では、岩表面に

シルトがつかないように

する濁水対策が主になる。

・工事による濁水に対する環

境保全措置として、仮設沈

砂池の設置を採用しまし

た。 

植物 植物 

 

大学 調査 ・地域の人々が大切にしてい

る植物、植物群落などにも

留意する必要がある。 

・現地調査に先立ち、入手可

能な範囲で文献の収集及

び専門家へのヒアリング

を行い、当該地域において

人々が大切にしている植

物、植物群落の把握に努め

ました。 

調査 ・現地調査で作成する植生図

は、少なくとも1万分の1と

する必要がある。 

・現地調査で作成する植生図

の精度は、１万分の1の縮

尺で作成しました。 

環境保全措

置 

・移植の方法等について、専

門家の意見を踏まえて選

定する必要がある。 

・事後調査において、専門家

の意見も踏まえながら、植

物の移植計画の詳細を検

討することとしています。

調査 ・市町村史等の文献記載種の

とりまとめにあたっては、

環境省及び各自治体のレ

ッドリスト等を踏まえて

行うとともに、対象事業実

施区域の環境に生育する

はずのない種を除外した

方がよい。 

・文献の記載種のうち、当該

地域に生育しないことが

明らかな種については除

外しました。 

調査 ・山地丘陵部、平野部におい

ては河川沿いを重点的に

調査する必要がある。 

・山地丘陵部、平野部におい

ては、河川沿いを重点的に

調査しました。 
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表 1-1-1(8) 主な技術的助言の内容 

項目 専門分野 
所属機関

の属性 

主なヒアリ

ング項目 
主な技術的助言の内容 方法書・準備書での反映状況

植物 植物 

 

大学 調査 ・巨樹、巨木などにも留意す

る必要がある。 

・現地調査に先立ち、入手可

能な範囲で文献の収集及

び専門家へのヒアリング

を行い、当該地域における

巨樹、巨木の把握に努めま

した。 

調査 ・誤同定をしないよう、写真

等によりしっかり記録す

る必要がある。 

・種の同定にあたっては、必

要に応じて写真や標本に

よる記録を行いました。 

生態系 生態系 

 

大学 予測・評価 ・生態系の評価には、ポテン

シャルマップ(1)の活用が有

効であると考えられる。 

・生態系の評価にあたって

は、選定した注目種等の生

活史等の特性を踏まえ、生

息可能性エリア、繁殖可能

性エリア等を考慮したハ

ビタット図を作成しまし

た。 

予測・評価 ・糸魚川構造線、箱根山地な

ど、エコリージョン(2)で区

分してから、都県や地域を

考慮して、注目種を選定す

ることも考えられる。 

・注目種等の選定にあたって

は、まず、地勢状況から３

区分に分類し、さらに、植

生や地形、水系の状況から

山梨県内の対象事業実施

区域を6つの生態系に区分

し、それぞれの生態系の概

況を踏まえ注目種等を複

数選定しました。 

調査 ・湧水湿地など、希少な生態

系の有無を確認し、当該生

態系への影響の程度を把

握する必要がある。特に、

湿地は重要である。 

・対象事業実施区域周辺の湧

水湿地について留意しま

した。 

予測・評価 ・注目種の行動圏の情報は、

できる限り日本国内の資

料をもとに検討する必要

がある。 

・注目種の行動圏の情報は、

可能な限り日本国内での

研究事例を参考にしまし

た。 

 

 

 

                             
(1) ある環境の指標となる種について、当該種の生態的特性（餌や繁殖など）をもとに、当該種の生息・生育に適

すると考えられる場所を示した地図。 
(2) 大多数の生物種の活動が行われている比較的大きな区域をいい、人間活動による影響の程度や自然特性等によ

って地理的に区分される。わが国では、環境省による生物多様性保全のための国土区分（試算）（平成13年10

月11日報道発表資料）など、エコリージョンを区分した事例がある。 
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1-2 自治体ヒアリング実施状況 

本事業の環境影響評価にあたっては、関係自治体へのヒアリングを行い、地域特性に関す

る情報収集を行った。 

自治体ヒアリング実施状況は、表 1-2-1 に示すとおりである。 

 

表 1-2-1(1) 自治体ヒアリング実施状況 

項目 ヒアリング先 ヒアリング内容 
ヒアリング結果の 

反映箇所 

水 底 の

底質 

・山梨県庁森林環境部大気水質保全

課 

・上野原市生活環境課 

・都留市環境創造室 

・大月市生活環境課 

・笛吹市環境推進課 

・甲府市環境保全課 

・中央市環境課 

・昭和町環境経済課 

・南アルプス市環境課 

・富士川町町民生活課 

・早川町町民課 

・対象事業実施区域周辺における調査

結果の有無 

・対象事業実施区域と交差する河川の

上流部における鉱山跡などの自然由

来による影響や人為的影響を及ぼす

可能性がある施設の有無 

評価書第8章 

8-2-2 水底の底質 

p.8-2-2-1 

土 壌 汚

染 

・対象事業実施区域周辺における調査

結果の有無 

・対象事業実施区域周辺における土壌

汚染に係る苦情等の発生状況 

・対象事業実施区域周辺における土壌

汚染の発生の可能性がある施設の状

況 

評価書第8章 

8-3-3 土壌汚染 

p.8-3-3-13 

・関東経済産業局鉱業課 ・対象事業実施区域周辺における鉱区

（鉱物に関する採掘権、試掘権）の分

布状況 

評価書第4章 

鉱山の状況 

（p.4-2-1-177～187）

評価書第8章 

8-3-3 土壌汚染 

p.8-3-3-13～24 

地 下 水

の 水 質

及 び 水

位 

・山梨県庁森林環境部大気水質保全

課、農政部耕地課、農政部花き農水

産課、福祉保健部衛生薬務課 

・上野原市生活環境課 

・道志村産業振興課 

・笛吹市市民環境部環境推進課、公

営企業部水道課、産業観光部農業

土木課 

・甲府市環境部環境保全課、上下水

道局工務部管理計画課、産業部農

業振興課、産業部商工振興課 

・昭和町環境経済課 

・中央市市民部環境課、建設部水道

課 

・南アルプス市市民部環境課、農林商

工部観光商工課、企業局管理課 

・富士川町企画課、上下水道課、農林

振興課、町民生活課 

・早川町町民課 

・対象事業実施区域周辺における地下

水観測、地下水調査に関する資料・デ

ータ・調査記録 

評価書第8章 

8-2-3  地下水の水

質及び水位 

p.8-2-3-2,3,9,10, 

水資源 ・対象事業実施区域周辺における井

戸、取水堰、温泉などの水源施設や著

名な湧水・滝、トンネル湧水などに関す

る資料・データ・調査記録 

評価書第8章 

8-2-4 水資源 

p.8-2-4-2～8,10,11 

資料編 8水資源 

8-3 甲府盆地にお

ける水利用の状況に

ついて 

p.環8-3-1～6 

地 盤 沈

下 

・対象事業実施区域周辺における水準

測量、地盤沈下観測井、地盤沈下被

害状況、その他地盤沈下に関する資

料・データ・調査記録 

評価書第8章 

8-3-2 地盤沈下 

p.8-3-2-1 
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表 1-2-1(2) 自治体ヒアリング実施状況 

項目 ヒアリング先 ヒアリング内容 
ヒアリング結果の 

反映箇所 

文化財 ・上野原市教育学習課 

・都留市学びのまちづくり課 

・大月市郷土資料館 

・笛吹市文化財課 

・甲府市文化振興課 

・中央市教育委員会 

・昭和町生涯学習課 

・南アルプス市教育委員会 

・富士川町生涯学習課 

・早川町教育課 

・対象事業実施区域周辺における指定

文化財及び周知の埋蔵文化財包蔵地

の分布状況 

評価書第4章 

指定文化財等・埋蔵

文化財包蔵地の状

況 

（p.4-2-2-108～119）

評価書第8章 

8-3-6文化財 

p.8-3-6-1～25 

景観 ・上野原市経済課 

・都留市産業観光課 

・大月市産業観光課 

・笛吹市まちづくり整備課、商工観光

課 

・甲府市観光課 

・中央市商工観光課 

・昭和町都市整備課、企画財政課 

・南アルプス市農林商工課 

・富士川町観光商工課、教育委員会 

・早川町振興課・総務課 

・対象事業実施区域周辺における眺望

点の分布状況及び利用状況 

・日常的な視点場として、眺望がよい場

所の情報 

評価書第8章 

8-5-1景観 

主要な眺望点の状況

及び日常的な視点

場の状況（p.8-5-1-2

～16） 

人と自然

との触れ

合 い の

活 動 の

場 

・対象事業実施区域周辺における人と

自然との触れ合いの活動の場の分布

状況や利用状況 

評価書第8章 

8-5-2人と自然との触

れ合いの活動の場 

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場

の分布（p.8-5-2-2～

26） 

 

 

 

 

 

 


